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日本バイオレオロジー学会誌（B & R、電子版）投稿規定

１．投稿資格

日本バイオレオロジー学会誌（B & R，電子版）（以下，電子版B&R誌と略す）への投稿責任者（連名の場合は，１名以上）は，日本バイオレオロジー学会会員でなければならない．ただし，依頼原稿の場合はこの限りではない．

２．論文投稿

投稿できる原稿は，「解説・ノート」とし，仕上がりで「解説」は１０ページ以内，「ノート」は４ページ以内とする．原著論文（Original articles, Brief communications, Review articles）については，日本バイオレオロジー学会英文誌のJournal of Biorheology（URL: http://www.biorheology.jp/jb.html）への投稿を勧める．

３．投稿原稿の採否

投稿原稿の採否は，編集委員会が委嘱する複数の査読者の審査に基づき，編集委員会が決定する．再投稿の期限は，返送の日より６ヶ月以内とする．

４．著作権の帰属

掲載された記事についての著作権は，日本バイオレオロジー学会に属する．

５．書式

書式は和文とし，詳細は「原稿テンプレート」に従うこと．

６．原稿の種類

投稿原稿は「解説」もしくは「ノート」とする．その他，掲載原稿に対する意見，書評，研究（室）紹介，各種行事（国内外学会など）の予告などは，編集委員会が会員に一般に役立つと認めた時に掲載される．

６．１．解説

「解説」はバイオレオロジー，あるいは関連分野の研究について，解説するもので，原則として編集委員会が原稿を依頼するが，上記の趣旨に沿った原稿を受け付けることもある．原稿が会員にわかり易く記されているかを査読し，原稿の改訂を求めることがある．解説の長さは，仕上がりで１０ページ以内とする．

６．２．ノート

「ノート」はバイオレオロジーと関連分野における研究内容で，研究方法に関するユニークなアイデア，実験で得られた興味深いデータなどを対象とし，仕上がりで４ページ以内とする．

７．執筆要領

「原稿テンプレート」のフォーマットに従って作成し，フォーマットは変更しない．最終原稿はそのままPDFファイルとし，電子版として掲載される．

８．倫理規定
ヒトを対象とした研究データが含まれる場合は，ヘルシンキ宣言に準拠して被験者の人権やプライバシーに十分配慮すること．動物を対象とする実験においても，動物福祉の面に十分配慮が求められる．原稿中に倫理規定に準拠している旨を明記すること．

９．著者校正

本誌は電子版であるため，原則的に採択された原稿がそのままPDFファイルとして掲載される．掲載前にフォーマットなどの再確認が必要な場合のみ，編集委員会から連絡する．

１０．投稿料
本誌への投稿にあたり，査読料，印刷手数料などは発生しない．本誌は電子版（PDF）であるため，別刷りは取り扱わない．会員はパスワードによりダウンロードできる．投稿責任者が非会員の場合にも，投稿原稿の含まれる号に限り，無料でダウンロードできる．

１１．原稿の提出先

本誌は電子版であるため，基本的に電子メールによる．原稿は，電子版B&R誌編集委員長　山田宏宛にメール添付で送信する．必ず，メールのSubject（件名）欄に「日本バイオレオロジー学会誌原稿」と記入する．

〒808-0196　福岡県北九州市若松区ひびきの2-4
九州工業大学　大学院生命体工学研究科　生体機能応用工学専攻
山田　宏
E-mail: yamada@life.kyutech.ac.jp

